















る安定した CARS 分光技術の開発を目的とし，そのための新たな光源として 2 波長同時発振が
可能な電子制御波長可変レーザー(Electronically Tuned Ti:Sapphire Laser; ETL)を用いた CARS 光
学系の試作および性能評価を行った． 
 
ETLは共振器内の音響光学可変フィルタ （ーAcousto-Optic Tunable Filter; AOTF）およびプリズ






果，従来のマルチプレックス CARS システムで得られたものよりも高い S/N の CARS スペクト
ルの取得に成功した．また露光時間 9秒でも十分 S/Nの高い測定が可能であることを確認した．
本 CARS システムを用い，生体関連物質としてフェニルアラニンやリノール酸の CARS 測定を
行った結果，これらの物質の特徴的なラマンバンドを観測できた．このことから，生体試料のス
ペクトル測定を行うことで生体内のタンパク質や脂質由来のラマンバンドを観測できることが
示唆された．本 CARS システムは短時間，高い S/N，そして非常に単純な光学系での CARS 測
定が可能であることから，今後安定性の更なる改良および評価を行うことによって，臨床におけ
るベッドサイド装置への応用も可能であると考えられる． 
 
